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東京都立葛飾総合高等学校　令和5年度　現代の国語　年間授業計画

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】
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態
領域

評価規準 知

定期考査
〇

定期考査

1

（Ｅ組：田島）

〇

〇

〇

・自分の意見を大勢の聞き手にわかりやすく伝えるス
ピーチの方法を理解して実践している。
・他の人のスピーチを聞き取り、評価する方法を理解
している。

・筆者が主張する科学と技術の違いを対比的に整理
し、現状における科学と技術の関係を理解する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握
する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、
内容を解釈する。

『「文化」としての科学』
【知識及び技能】
　比喩や例示などの修辞を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章に含まれて
いる情報を相互に関係づけながら、内容
や書き手の意図を解釈するとともに、自
分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・接続の仕方に注目して文章の構成をつ
かみ、学習課題に沿って説明しようとし
ている。

・指導事項
論理の構成を理解して読む。
・教材
『「文化」としての科学』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出。

〇

【主体的に学習に取り組む態度】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会
に関わろうとする態度を養う。

現代の国語

配当
時数

（Ａ組：田島）

【 知識　及び　技能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 現代の国語 2

（Ｂ組：田島） （Ｃ組：田島） （Ｄ組：田島）

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、
自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。

〇 〇 〇

定期考査

○

〇

・通読の過程で、わかりにくい語句を書き留め、脚注
や辞書で調べて理解している。
・本文の記述に基づいて小説の舞台、下人の状況を把
握し、下人がどのような心理状態にあったのかが的確
に伝わるように、表現に工夫しながらまとめている。
・本文に現れている主張と根拠を理解している。

〇

〇

『「本当の自分」幻想』
【知識及び技能】
　筆者の創作活動に興味、関心を持ち、
その意義を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成、論理の展開を的確にとら
え、要点を把握できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
調べたことを整理して、説明資料にまと
める方法を学ぶ。

・指導事項
語彙を増やし論理的に読む。
・教材
『「本当の自分」幻想』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出

〇

・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や
文章の中で使っている。
・実社会において必要な語句の量を増やし、語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決
め、様々な観点方情報を収集、整理して、伝え合う内
容を検討している。

『羅生門』
【知識及び技能】
　比喩や例示などの修辞を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文書を読み、自分の意見や考えを論述す
る
【主体的に学習に取り組む態度】
読書の意義と効用を理解する。

・指導事項
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・教材
『羅生門』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出

○

現代の国語　（第一学習社）

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯
にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○

１
学
期

『スピーチで自分を伝える』
【知識及び技能】
　話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表
現の特色を理解し、活用する。
【思考力、判断力、表現力等】
話を聴いて内容や構成、論理の展開、表
現のしかたを評価する方法を学ぶ。
【主体的に学習に取り組む態度】
説得力を意識した表現の仕方について理
解する。

・指導事項
他の人のスピーチを聞き取り、評価する
方法を学ぶ。
・教材
『スピーチで自分を伝える』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

〇 〇

２
学
期

〇 〇

〇
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8

8

9

1

〇

〇



10

『フェアな競争』
【知識及び技能】
　個別の情報と一般化された情報との関
係について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
「書くこと」において、集めた情報の妥
当性や信頼性を吟味して、伝えたいこと
を明確にしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
接続の仕方に注意して内容・構成を捉
え、学習課題に従ってまとめようとして
いる。

・指導事項
論理の構成を理解して読む。
・教材
『フェアな競争』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出。

『理想の修学旅行をプレゼンする』
【知識及び技能】
　効果的なスライドの作り方を理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
プレゼンに必要な情報を判断し、適切に
収集することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
協働して資料や機器を用い、相手の理解
を得られるように工夫をしようとしてい
る。

・指導事項
情報を大勢の聞き手にわかりやすく説明
するプレゼンテーションの方法を理解
し、実践する。
・教材
『理想の修学旅行をプレゼンする』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出。

・筆者が自説を述べるための論の進め方を捉え、「社
会的共通資本」と「フェアな競争」との関係を押さえ
る。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握
する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、
内容を解釈する。

３
学
期

〇

・プレゼンを学ぶ必要性を理解し、学習の見通しを立
て、これから学ぶことが社会生活に生きる知識となる
実感を持つことができている。
・プレゼンに必要な情報を判断し、適切に収集するこ
とができている。
・スライドのデザインについて検討・作成することが
できている。〇 〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

『夢十夜』
【知識及び技能】
　主張と論拠など情報と情報との関係に
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
「書くこと」において、自分の考えが的
確に伝わるよう、説明の仕方を考えると
ともに、表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
解釈した内容を工夫してまとめ、積極的
に紹介文を書こうとしている。

・指導事項
論理の構成を理解して読む。
・教材
『夢十夜』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出。

〇

・自分の考えや事柄が的確に伝わるように、根拠の示
し方や説明の仕方を工夫する。
・「夢」という非日常性を持った世界において、「自
分」は何を判断の根拠としているかを読み解くなどし
て、自分の意見や考えを論述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
・比喩や言い換えなどの修辞を理解する。

〇 〇 〇

２
学
期

『論理的な表現』
【知識及び技能】
　主張と論拠など、情報と情報との関係
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に表現するための、主張と理由の
関係性や妥当性について理解する。
【主体的に学習に取り組む態度】
説得力を意識した表現の仕方について理
解する。

・指導事項
自分の考えが的確に伝わるよう、話（文
章）の構成や展開を工夫する方法を学
ぶ。
・教材
『論理的な表現』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出 〇

・論理的に表現するための、主張と理由の関係性や妥
当性について理解する。
・本文に現れている主張と根拠を理解している。

〇 〇

定期考査

5

定期考査

合計

10

〇〇

1

70

〇

10

1


